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緒 言

一般 に青年期 は
、人間の発達の段階において児童期か ら成人期へ移行する過渡期 と して

位置づ けられている。世間では、まだ一人前 の人間 としておとな社会に属 してはいないが、

か といって親 の支配下 にあった子 ども社会か らは、 もう巣立 って しまっている存在なので

ある。つ ま り、心理的 に安定 した児童期か ら徐 々にお となへ と移行す る時期である。 しか

し、現代 においては青年期が拡大 して してお り、単に発達的視点のみな らず社会生活上で

も種 々の問題 をはらむ重要 な時期 とみなされている。発達心理学的にみるならば、青年期

の基本的特徴 として、第二次性徴 、自我のめ ざめ、人間関係の拡大 などがあげ られ る。

Erikson,E.H.(1959)1)に よれば、青年期 は 自我同一性 の確立 される時期であると定義づ

けられている。それによる と、乳 ・幼児期か ら児童期 までの間に個 人は、周囲の人々 との

様々な感情 的関係 を経験 し、その関係 の中で成長 ・発達 に必要 な事柄 を学 び とっている。

ところが、青年期になると自分 自身へ 反省的な意識が向 けられるようになる。 自分 自身に

鋭い眼が向け られてみ ると種 々の人々か ら影響 された多様 な特性 があ り、 どれが本当の自

分なのか混乱す る。青年は、児童期 までに確立 した人格 を試行錯誤 を繰 り返 しなが ら再構

成 しなおす。そ して、再構成 された自己をEriksonは 「同一性」 と呼んだ。

青年期 は、同一性確立への努力 と役割拡散への傾 向の葛藤 によって特徴づ けられ る時期

であ り、その葛藤 を乗 り越 えて同一性 を確立 してい くことが人格形成の中心的課題 と考 え

られる。 このような同一性の確立 は、 自分が 「男であること」 また 「女であること」の認

識 をその基本的な構成要素 として包含 してお り、それ故性役割同一性の確立 もその中心的

な課題 の一つである といえる。

福富(1983)2)は 、性役割が形成 される過程 を2つ に分 けて考 えた。その第1段 階 は、児

童期 を中心 に した青年期以前の段階であ り、人間形成 にとって必要 とされる基本的な諸特

性 が形成 される時期である。第2段 階は、思春期か ら青年期 にかけてであ り、 これまでに

獲得 されて きた基本的特性 を基盤 に して、よ り主体的な価値 を内在 させて人格形成がな さ

れ る時期である。児童期 までの性役割形成 は、社会が期待する性役割 について受動的に形

成 してい く段階であ り、青年期 はそれ ら児童期 までに形成 された行動 レベルでの 「性的型

づけ」 を自我意識の確立 とともに文化 や社会の文脈の中で主体的に変容 させ、性役割 を自
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己概 念 や 自我 同一性 の一 部 と して確 立 させ る こ とで あ る と した。

稲垣(1970)"は 、性 役割 とは文 化 の 中で性 別 に よ って適 切 とみ な され る行 動特 性 、パ ー

ソナ リテ ィの特 徴 で あ る。 す なわ ち性差 に基づ いて社 会 か ら期待 され 、 また 自己が 知覚 し

た役 割で あ る と定 義づ け、 また柏 木(1973)41も 性役 割 とは 、社 会(文 化)か ら性 に応 じて

期 待 され る一連 の パ ー ソナ リテ ィ特性 、つ ま り性 に対 す る社 会 的役 割期 待 で あ る と性役 割

を定義 づ けた。 しか し、男 女 間 に おい て性 役割 に違 いが み られ る。 これが性 差 で あ り、性

役 割 の前 提 に は性 差 が あ る と考 え られ る。性 差 は2つ の次 元 か ら とらえ る こ とがで き、一

方 は生 物 学 的性 差 つ ま り生 殖 機能 を含 む男女 の身体 的 ・生 理 的 な差 で あ り、他 方 は心理 ・

社 会 学 的 性 差 す なわ ち生物 学 的性 差 に根 ざ し社 会 化 の 過 程 を通 して文 化社 会 の期 待 す る

「男 ら しさ、女 ら しさ」 とい う性 役 割 ステ レオ タイ プの習 得結 果 とみ な され る性 差 とに分

け る こ とが で き、生 物 学 的性 差が 先 天 的 に決定 され るの に対 して、心 理 ・社 会学 的性差 は

後 天 的 に発達 を通 して出現 す る もの で あ る。

井上(1986)51は 、性 役割 尺 度 は従 来男 子性 一女子 性 を単 一 次元 上 の両 極 とみ な して測 定

され て きた が 、同 一次 元上 で 測定 す る よ りは む しろ下位 特 性 の ス コア に よる プ ロフ ィー ル

表 示 の方 が適 切 で あ り、 また男子 性 、女 子性 は人 間性 の 中 に内在 す る二 面 と して考 えるべ

きで あ る と した。性 役 割 は、男 子 性(Masculinity)と 女 子性(Femininity)と 呼 ばれ 、そ

の 頭 文字 を と りM-Fscaleと して テス トされ て きた。M-Fscaleは 、多 数 の男女 を対 象 に

テ ス トを実施 し性 差 のみ られ る項 目だ け を取 り出 して尺度 とす る方 法で 作成 され た もの と

「男 ら しい」 「女 ら しい」 と思 わ れ て い る特 性 とは どの よ うな もの か を成 人男 女 に直接 質

問 す る こ とに よ り男 子性 、女 子性 の ス テ レオ タイプ を収集 す る方 法 で作 られ る ものの2種

類 が あ る。

これ ら従 来 の テ ス トで は、M-Fテ ス トの結 果 男 子性 の高 い男性 お よ び女 子 性 の 高 い女

性 が理 想 的 で あ る と考 え られて きた。 またス テ レオ タイプ な男性 像 と大 きな差異 のあ る男

性 は、「男 ら しくない」とい うだ けで な く 「女 っぽ い」と評 価 され る こ とにな った ので あ る。

しか し、Constantinople,A.は 従 来 のM-Fの 一次 元 二 極性 を批 判 し、男 性 役 割 と女性 役

割 は異 な る基準 で計 られ るべ き もので あ る と し、男 子 性 が低 い こ とが女 子性 が 高 い こ とを

意 味 す るの で は な く、逆 に女 子性 が低 い こ とは男 子性 が 高 い こ とを意味 す るので は ない こ

とを主 張 した。 この よ うな経 過 をへ て 、M-Fscaleは 、従 来 の一 次元 的 な ものか ら男性 役

割 と女性 役 割 を別 次元 の もの と して考 え作 成 され る よ うにな った。

Bem,S,L.(1974)6)は 、人 間 に は両性 性 的 存在 す な わ ち男性 性 と女 性性 との両方 をあ わ

せ もって お り、状 況 に応 じて男性 的で あ っ た り女 性 的で あ った りす る こ とが で きる場 合 が

あ る こ と、 また強 く性 別 化 してい る 人間 は 、状 況 に対 応 して取 りうる行動 の範 囲 が 限 られ

て い る とい う2つ の 仮 説 をた て た 。 この仮 説 を も と に作 成 され た の がBemSex-RoleIn-

ventory(BSRI)で あ る。BSRIは 、表1に 示 す よ うに各20項 目か らな る男 性 尺 度 と女 性 尺
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度 及 び 中性 尺 度 の計60項 目か ら構二成 され てい る。 男性 尺 度 、女 性尺 度 はそ れぞ れ の性 度 に

関 して の獲 得 程 度 を測 る もので あ り、 中性 尺度 は性 度 に関 して は完 全 にニ ュー トラ ルな社

会 的 望 ま しさ尺 度(SocialDesirabilityscale)で あ る。BSRIは 、60項 目につ いて7段 階評

定 尺度 法 で現 実 の 自分 にいか にあ て は まるか 自己 記述 させ る こ とで全体 的 な性 役 割 を測 定

しよ う と した。 そ の結 果 か ら、 人 間 はそ の性 役 割 同 一性 の獲 得 の レベ ル に よ り4タ イプ に

分 類 す る こ とが で きる。4タ イ プ とは、 未 分 化(無 性 性):Undifferentiated、 女 性 性:

Feminine、 男 性性:Mascuhne、 両性 性:Andorogynousで あ り発 達 的位 層 をな す もの と考

え られ る。

表1BSRlの 男性 項 目,女 性項 目,中 性項 目(Bem,S.L,1974)

Masculineitems Feminineitems Neutralitems

49. Actsasaleader 11. Affectionate 51. Adaptable

46. Aggressive 5. Cheerful 36. Conceited

58. Ambitious 50. Childlike 9. Conscientious

22. Analytical 32. Compassionate 60. Conventional

13. Assertive 53. Doesnotuseharshlanguage 45. Friendly

10. Athletic 35. Eagertosoothehurtfeelings 15. Happy

55. Competitive 20. Feminine 3. Helpful

4. Defendsownbeliefs 14. Flatterable 48. Inefficient

37. Dominant 59. Gentle 24. Jealous

19. Forcefu1 47. Gullible 39. Lilkable

25. Hasleadershipabilities 56. Loveschildren 6. Moody

7. Independent 17. Loyal 21. Reliable

52. Individualistic 26. Sensitivetotheneedsofothers 30. Secretive

31. Makesdecisionseasily 8. Shy 33. Sincere

40. Masculine 38. Softspoken 42. Solemn

1. Self-reliant 23. Sympathetic 57. Tactful

34. Self-sufficient 44. Tender 12. Theatrical

16. StrongPersonality 29. Understanding 27. Truthful

43. Willingtotakeastand 41. Warm 18. Unpredictable

28. Willingtotakerisks 2. Yielding 54. UnSyStematiC

Spence.J.T.,Helmreich,R.,&Stopp,J.(1979)7}は 、Rosenkrantz,B.S.ら の 作 成 し たSex

RoleStereotypeQuestionnaireを 用 い て 大 学 生 に 一 連 の 両 極 性 特 性 に つ い て 典 型 的 男 性 像

と 典 型 的 女 性 像 及 び 理 想 的 男 性 像 と 理 想 的 女 性 像 を 評 定 さ せ た 。 そ の 結 果 、 男 女 の 典 型 的

男 性 像 と 典 型 的 女 性 像 の 評 定 で 有 意 な 差 が 認 め ら れ た55項 目 を 抽 出 し てThePersonal

AttributesQuestionnaire(PAQ)を 開 発 し た(表2)。 こ れ ら55項 目 は 、18項 目 の

female-valuedscaleと23項 目 のmale-valuedscale及 び13項 目 のsex-specificscaleの3下 位 ス

ケ ー ル に 分 類 さ れ る 。PAQは 、MとFの ど ち ら か の ス テ レ オ タ イ プ 特 性 を5段 階 評 定 す る

こ と に よ り二 極 性 次 元 で 表 さ れ 、M,Fの 各 ス コ ア は 評 定 値 を 合 計 す る こ と で 算 出 さ れ る 。

そ の 他 、Heilbrun,A.B.な ど も性 役 割 尺 度 を 開 発 し て い る 。
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WelLK.(1980)8)は 、BSRIを 用 い て青 年 期男 女 を対 象 に心 理 学 的両 性 と適応 に 関す る問

題 を取 り上 げた。 その結 果 、両 性性 的 同一性 と心 理 的適 応 の 問 に有意 な関連 が あ る こ とが

報告 され て い る。 さらに、 女性 に とって は高 い男 性性 を、男性 に と って は高 い女 性性 をそ

な え る こ とが社 会的 適応 に と って 重要 で あ る こ とを見 出 した。 この こ とは、心 理 学 的両性

性 を持 った個 人 は、女 性 的 あ るい は男性 的 な個 人 よ り も適 応 す る とい うBemの 一 連 の研 究

を 支 持 し て い る。 他 に もWaterman,A.,&Whitbourne,S.K.(1982)、Prager,K.J.,&

Bailey,J.M.(1985)ら もBSRIを 用 い て心 理 的 両性 性 の 問題 を取 り上 げて研 究 してい る。 し

か し、BSRIに もPAQに もまだ改 善す べ き点 が あ り、今 後 も研 究 され るべ きで あ る。

表2PAQのmale-valued項 目,female-valued項 目,sex-specific項 目

(Spence,J.T.,etals1979)

male-valueitem female-valueditem sex-s .pecificitem

1. Independent 24. Emotional 42. Aggressive(M>

2. Noteasilvinfluenced
7

25. Nothideemotions 43. Dominant(M)

3. Goodatsports 26. Considerate 44. Likemath.andscience(M)

4. Notexcitable,minorcrisis 27. Grateful 45. Excitable,majorcrisis(F)

5. Active 28. Devotesselftoothers 46. Home-oriented(F)

6. Competitive 29. Tactful 47。 Mechanicalaptitude(M)

7. Skilledinbusiness 30. Strongconscience 48. Needsapproval(F)

8. Knowswavsofworld
y

31. Gentle 49. Feelingshurt(F)

9, Adventurous 32. Helpfultoothers 50. Crieseasily(F)

10. Outspoken 33. Klnd 51. Loud(M)

11. Interestedinsex 34. Aware,otherfeelings 52. Religi・us(F)

12. Makesdecisioneasily 35. Neat 53. Seesself-runningshow(M)

13. Notgiveupeasily 36. Creative 54. Needsforsecurity(F>

14. Outgoing 37. Understanding

15. Actsasleader 38. Warmtoothers

16. IntellectuaI 39. Likeschildren

17. Selfconfident 40. Enjoysartandmusic

18. Feelssuperior 41. Expressestenderfeelings

19. Takesastand

20. AmbitiOUs

21. Standsupunderpressure

22. Forward

23. Nottimid

以上、青年期 のパ ーソナ リテ ィ形成 を性役割の概念 を中心に展望 して きた。そこで本研

究は、青年がパー ソナ リテ ィを形成 してい く中でその中心的課題の1つ で もある性役割の

獲得様相 を分析 ・検討す るのが 目的であ る。特 に性役割測定 について は、Bemの 考案 した

BSRIを 日本 に適用することの可能性 について も検討する。
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【 方 法 】

1.調 査 対 象

被 験 者 は、 大 阪府 下 に あ るO学 院大 学 大学 生男 子162名 、女 子120名 、 合計282名 で あ っ

た(表3)。 学部 ・学科 は特 定 しなか った。 また 、学 年 につ いて も1回 生 か ら4回 生 まで

に わた って い る。

2.調 査 用紙

先 述 のBemが 作 成 したBSRIを 筆者 自身 が邦 訳 し使 用 した。BSRIは 、 表1に 示 した よ う

に男 性 性(masculinity)尺 度20項 目、女 性 性(femininity)尺 度20項 目、 中性 性 尺 度(社

会 的望 ま しさsocialdesirability)尺 度20項 目の計60項 目か ら構 成 され て い る。

被 験者 に は、5段 階評 定尺 度 法 で現 実 の 自分 に いか に あて は まるか 自己記 述 させ た。 そ

の結 果 、各 個 人 の男性 性 ス コァ、女 性 性 ス コア を得 点化 し、 さ らに社 会 的望 ま しさス コア

も算 出す る。

性 役 割 ス コ アにつ いて 、個 人 の男性 性 ス コ ア、女 性 性 ス コア は と もに20か ら100の 中 に

位 置づ け られ る。両 ス コアの 高得 点 と低 得 点 の境 界 は60と した 。平 均値 や 中央 値 で 分類 す

る方法 も考 え られ るが 、 それ らに よ る分 類 を採 用 す る と男女 間 に差 が み られ るため 、男 女

差 を抹 消 す るた め20か ら100の 中点 で あ る60を 基 準 と した。 そ して、 男性 性 ス コ アが61以

上 の もの を 「M+」 、60未 満 の もの を 「M-」 、女 性 性 ス コア も同様 に61以 上 の もの を 「F+」 、

60未 満 の もの を 「F-」 と した。60ち ょう どの もの は、 どち らに も属 さない ので省 い た。

個 人 の性 役割 は、男性 性 スコ ア と女 性 性 ス コ アの組 合せ か ら 「M+,F+」(Androgynous)、

「M十
,F-」(Masculine)、 「M-,F十 」(Feminine)、 「M-,F-」(Undifferentiated)の

4タ イプ のい ず れか に割 り当 て られ る。 この よ うに して分 類 した4タ イ プは 、個 人 の全体

的性 役 割 の性 質 を特徴 づ け る もの で あ る。

3.調 査 実施 方 法

調 査 の 実施 方 法 は、集 団 一斉 法 に よ った 。実 際 に は筆者 自身 が教 示者 とな り講 義 時 間 を

利用 し、 一斉 に被 験 者 に調 査 用紙 を配布 し所 要 時 間約20分 ～25分 で 反 応 させ 、 回収 した。

4.調 査時 期

調査 時 期 は、1987年7月 と10月 で あ った。

5.資 料 の整 理

回収 した資料 の 中 か ら、各 項 目に完全 に回 答 した もの のみ を資料 と して採 用 した。 除外

した もの は、 明 らか に不 面 目な態度 で 回答 した と思 わ れ る もの 、回答 で 項 目に脱 落の あ る

もの な どで あ る。そ の結果 、有効 デ ー タ数 は男 子157名 、女 子114名 、合 計271名 で あ った(表

3)。
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表3被 験者数及び有効DATA数

被 験 者 有効DATA

男 162 157

女 120 114

計 282 271

【 結 果 】

1.男 子 につ い て

表4は 、 男子 全 体 の性 役 割 尺 度 につ い て め平 均 値 とSD値 で あ る。 男 性 性 ス コ ア は、

60.34、 女性 性 ス コ ア は66.94、 社 会 的 望 ま し さは61.30で あ っ た。 こ の結 果 か ら、 女性 性

が 男性 性 よ りも高 い値 を示 して い る。

表4男 子の性役割尺度 についての平均値 とSD値

Male

N 157

Mean SD

Masculinity 60.34 11.25

Femininity 66.94 9.16

SocialDesirability 61.30 9.19

1-1.男 子 の 性 役 割 同 一 性 に つ い て

男 子157名 の 性 役 割 尺 度 に 基 づ い て 、 性 役 割4タ イ プ に 分 類 した 結 果 が 表5に 示 さ れ て

い る 。Androgynousは57名 、Masculineは14名 、Feminineは64名 、Undifferentiatedは11

名 で あ っ た 。 そ れ ぞ れ の 平 均 値 を 比 較 す る と 、Masculineを 除 い て 女 性 性 ス コ ア の 方 が 男

性 性 ス コ ア よ り も高 い 値 を 示 し て い る 。 ま た 、4タ イ プ で 比 較 して み る と男 性 性 ス コ ア に

お い て は 、Masculine、Androgynous、Feminine、Undifferentiatedの 順 で あ り、 女 性 性

ス コ ア に お い て はAndrogynous、Feminine、Undifferentiated、Masculineの 順 で あ っ た 。

Androgynousは 、相 対 的 に 高 い 値 を 得 て い る の に 対 し 、Undifferentiatedは 相 対 的 に 低 か っ

た 。

表5男 子 。 性 役 割4タ イ プ の 平 均 値 とSD値

Androgynous Masculine Feminine Undifferentiated

N 57 14 64 11

Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD

Masulinity 70.09 7.53 70.29 5.27 52.34 4.90 44.64 5.69

Femininity 71.58 6.24 51.79 6.74 69.33 5.50 52.09 8.14

SocialDesirability 65.16 8.11 54.57 9.23 60.88 7.82 53.18 12.25

次 に、4タ イ プ間の そ れぞ れ につ い て性 役 割 スコ アの平 均値 の比較 を行 った 。表6は 、

AndrogynousとMasculineの 性役 割 尺 度 の比 較 の結 果 で あ る。女 性性 ス コ アで0.1%水 準 で
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有 意 にAndrogynousが 高 く、 ま た社 会 的 望 ま し さ に お い て も1%水 準 で 有 意 にAndro-

gynousの 方 が 高 か っ た。表7は 、AndrogynousとFeminineと の結 果 で あ る。 こ の表 か ら男

性 性 、女 性性 、社 会 的 望 ま しさの3ス コ ア と もにAndrogynousの 方 がFeminineよ り有 意 に

高 い こ とが わ か った。 表8は 、MasculineとFeminineの'1生 役 割 につ い てt検 定 を行 った 結

果 で あ る。 そ れ に よる と、 男性 性 スコ ア にお い て は、Masculineの 方 が0.1%水 準 で 有意 に

高 いが 、女 性 性 ス コ アに お い て は、Feminineが0.1%水 準 で 有意 に高 い。社 会 的望 ま しさ

にお い て は、5%水 準 で有 意 にFeminineが 高 い。UndifferentiatedとAndrogynous,Mascu-

line,Feminineそ れぞ れ のTypeと の性 役 割 尺 度 の比 較 の結 果 が 、 表9、10、11で あ る。 こ

れ らの表 か らAndrogynous、Masculineと は、 男 性 性 ス コ ア、 女性 性 ス コ ア、社 会 的 望 ま

しさ と もUndifferentiatedの 方 が 有 意 に低 い こ とが示 されて い る。Masculineと は 、男性 性

ス コ ア のみUndifferentiatedの 方 が低 いが 、女 性 性 ス コ ア、 社 会 的 望 ま しさで は差 はみ ら

れな た った。 表12は 、 男子 にお け る性 役 割 ス コ ア問 の相 関 を示 した もので あ るが 、女 性 性

と社 会 的望 ま しさにお い て は1%水 準 で 、 男性 性 と社 会 的望 ま しさにお いて は5%水 準 で

有意 に高 い相 関 を示 したが 、男 性 性 と女 性性 にお い て は相 関 はみ られ な か った。

表6男 子 。Aタ イプ とMタ イプの性役割尺度についての平均値の差の検定結果

Androgynous Masculine

t FN 57 14

Mean SD Mean SD

Masculinity 70.09 7.53 70.29 5.27

Femininity 71.58 6.24 51.79 6.74 ***

SocialDesirablhty 65.16 8.11 54.57 9.23 **

p<.01=**,p〈.001=***

表7男 子。Aタ イプとFタ イプの性役割尺度 についての平均値の差の検定結果

Androgynous Feminine

t FN 57 64

Mean SD Mean SD

Mascuhnity 70.09 7.53 52.34 4.90 *** ***

Femininity 71.58 6.24 69.33 5.50 *

SocialDesirability 65.16 8.11 60.88 7.82 **

pく.05=*,p<.01=**,pく.001=***

表8男 子。Mタ イプとFタ イプの性役割尺度についての平均値の差の検定結果

Masculine Feminine

t FN 14 64

Mean SD Mean SD

Masculinity 70.29 5.27 52.34 4.90 ***

Femininity 51.79 6.74 69.33 5.50 ***

SocialDesirability 54.57 9.23 60.88 7.82 *

p〈.05=*,p〈.001=***
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表9男 子。Aタ イプとUタ イプの性役割尺度についての平均値の差の検定結果

Androgynous Undifferentiated

t FN 57 11

Mean SD Mean SD

Masculinitv 膨 70.09 7.53 44.64 5.69 ***

Femininity
7

71.58 6.24 52.09 8.14 ***

Socia正Desirability 65.16 8.11 53.18 12.25 * **

p〈.05=*,p<.01こ**,p〈.OO1=***

表10男 子 。Mタ イ プ とUタ イ プ の 性 役 割 尺 度 に つ い て の 平 均 値 の 差 の 検 定 結 果

Masculine Undifferentiated

t FN 14 ユ1

Mean SD Mean SD

Masculinitv
膨

70.29 5.27 44.64 5.69 ***

Femininity 51.79 6.74 52.09 8.14

SocialDesirability 54.57
「

9.23 53.18 12.25

P〈.001=***

表11男 子。Fタ イプ とUタ イプの性役割尺度 につい ての平均値の差 の検定結果

Feminine Undifferentiated

t FN 64 11

Mean SD Mean
【

SD

Masculinitv
智

52.34 4.90 44.64 5.69 ***

Femininitv
し

69.33 5.50 52.09 8.14 *** *

SocialDesirability 60.88 7.82 53.18 12.25 ▲ *

p<.1=▲,p<.05=*,p<.001=***

表12男 子 。性役割 スコア間の相関

Masculinity Femininity Socia1-D

Mascuiinity ☆

Femininity .1555 ☆

SocialDesirability .3368* .4175** ☆

pく.05=*,p〈.01=**

2.女 子 につ い て

表13は 、女 子 全 体 の性 役割 尺 度 につ い ての平 均 値 とSD値 を示 した もので あ る。平 均値

は 、男 性性 ス コ ア59.65、 女 性 性 ス コ ア65.50、 社 会 的望 ま しさ ス コア61.82で あ り、 男子

と同様 に男性 性 ス コア よ りも女性 性 ス コアの 方が 高 い値 を示 して い る。

2-1.女 子 の性 役 割 同一 性 につ い て

女 子 に つ い て性 役 割4タ イ プ に 分 類 した 結 果 が 表14で あ る。 表14に 示 した よ うに

Androgynousが41名 、Masculineが9名 、Feminineが39名 、Undifferentiatedが19名 とな った。

性 役 割 の4タ イ プにつ い ての 平 均値 を比 較 す る と、Mascuhneを 除 く3タ イプで 男 性性 ス

コア よ りも女性 性 ス コアの方 が 高 い得 点 を示 してい る。 また 、男性 性 ス コ アにつ い て4タ
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イ ブ を 比 較 す る と 、 高 い 方 か らMasculine、Androgynous、Feminine、Undifferentiatedの

順 に な り 、 女 性 性 ス コ ア に お い て はAndrogynous、Feminine、Masculine、Undifferenti-

atedの 順 で あ っ た 。 社 会 的 望 ま し さ に お い て は 、Androgynous、Masculine、Feminine 、

Undifferentiatedの 川頁で あ る 。Androgynousは 、 全 て に お い て 相 対 的 に 高 い 値 を 得 て い る の

に 対 し 、Undifferentiatedは 全 て に お い て 一 番 低 い 。

表13女 子 の 性 役 割 尺 度 に つ い て の 平 均 値 と

SD値

Female

N 114

Mean SD

Masculinity 59.65 10.40

Femininity 65.50 9.28

SocialDesirability 61.82 8.60

表14女 子 。性役割4タ イプの平均値 とSD値

Andrigynous Masculine Feminine Undifferentiated

N 41 9 39 19

Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD

Masculinity 69.17 6.33 69.56 6.45 52.69 5.60 49.37 4.80

Femininity 70.78 6.53 54.78 4.39 69.18 6.42 54.00 4.79

SocialDesirability 66.07 6.06 63.11 4.86 62.03 7.74 53.47 10.02

次 に、 性 役 割4タ イ プ そ れ ぞ れ の 間 の 平 均 値 をt検 定 に よ り検 討 す る。 表15は 、

AndrogynousとMasculineの 性 役 割 につ い てt検 定 を行 った結 果 で あ る。 そ れ に よる と女

性 性 ス コ ア にお い て は、O.1%水 準 で 有 意 にAndrogynousが 高 い値 を示 して い るが 、男 性

性 ス コ ア と社 会 的 望 ま し さに お い て は有 意 差 は み られ なか った。AndrogynousとFemi-

nineの 性 役 割 につ い てt検 定 を行 っ た結 果(表16) 、男 性 性 ス コ アに お い て0.1%水 準 で

Androgynousの 方 が 有 意 に高 く、社 会 的望 ま しさにお い て5%水 準 で有 意 にAndrogynous

が 高 い値 を示 した が 、女 性 性 ス コ ア に お い て は、 有 意 差 はみ られ な か っ た。 表17は 、

MasculineとFeminineに つ いてt検 定 を行 っ た結果 で あ る。男 性 性 ス コ ア につ い て はO .1%

水準 で 有意 にMasculineの 方 が高 い値 を示 したが 、 女性 性 ス コア にお い て はO .1%水 準 で有

意 にFス コ アが 高 か った。社 会的 望 ま しさにつ い て は、 有意 差 はみ られ な か った。 女子 の

UndifferentiatedとAndrogynous,Masculine,Feminineそ れ ぞ れ のTypeの 平 均 値 の比 較 を

した結 果 が表18、19、20で あ る。これ らの表 か らUndifferentiatedは 、Androgynous、Feminine、

と比 較 す る と男性 性 ス コア、女 性 性 ス コ ア、社 会 的望 ま しさの 全 てで 有意 に低 い得 点 を示

した が 、Masculineと 比 べ る と男 性 性 ス コア、 社 会 的望 ま しさで は有 意 に低 い が 、女 性 性

ス コ アで は差 が み られ なか った。 表21は 、女 子 にお け る性 役 割尺 度 問の相 関 を示 した もの

で あ るが 、男性 性 ス コア と社 会 的望 ま しさ間、 女性 性 ス コ ア と社 会 的望 ま しさ問 にお いて
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1%水 準で有意 に高 い相関を示 している。男性性スコアと女性性 スコアとの問には相関は

みられなか った。

表15女 子。Aタ イプとMタ イプの性役割尺度についての平均値の差の検定結果

Androgynous Masculine

t FN 41 9

Mean SD Mean SD

Masculinity 69.17 6.33 69.56 6.45

Femininitv
伽

70.78 6.53 54.78 4.39 ***

S。,i、1Desi,abilityl66.。7 6.06 63.11 4.86

p<.001=***

表16女 子。Aタ イプ とFタ イプの性役割尺度 についての平均値の差の検定結果

Androgynous Feminine

t FN 41 39

Mean SD Mean SD

Masculinitv 膨 69.17 6.33 52.69 5.60 ***

Femininitv
●

70.78 6.53 69.18 6.42

SocialDesirabllity 66.07 6.06 62.03 7.74 *

p<.05=*,p〈.001=***

表17女 子。Mタ イプ とFタ イプの性役割尺度についての平均値の差の検 定結果

Masculine Feminine

t FN 9 39

Mean SD Mean SD

Masculinitv 響 69.56 6.45 52.69 5.60 ***

Femininitv 膨 54.78 4.39 69.18 6.42 ***

Socia正Desirability 63.11 4.86 62,031 7.74

p〈.001=***

表18女 子。Aタ イプとUタ イプの性役割尺度についての平均値の差の検定結果

Androgynous Undifferentiated

t FN 41 19

Mean SD Mean SD

Masculinitv
し

69.17 6.33 49.37 4.80 ***

Femininitv 騨 70.78 6.53 54.00 4.79 ***

SocialDesirability 66.07 6.06 53.47 10.02 *** *

p<.05;*,p〈.001=***

表19女 子。Mタ イプとUタ イプの性役割 尺度 についての平均値 の差の検定結果

Masculine Undifferentiated

t FN 9 19

Mean SD Mean SD

Mascuhnity 69.56 6.45 49.37 4.80 ***

Femininitv 冒 54.78 4.39 54.00 4.79

SocialDesirability 63.11 4.86 53.47 10.02 ** ▲

P〈.1=▲,
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表20女 子。Fタ イプとUタ イプの性役割尺度についての平均値の差の検定結果

Feminine Undifferentiated

t FN 39 19

Mean SD Mean SD

Masculinity 52.69 5.60 49.37 4.80 *

Femininity 69.18 6.42 54.00 4.79 ***

SocialDesirability 62.03 7.74 53.47 10.02 ***

p〈.05=*,p〈.001=***

表21女 子。性役割 スコア間の相関

Masculinity Femininity Social-D

Masculinity ☆

Femininity .1656 ☆

SocialDesirability .4673** ,4953** ☆

p<.05=*,p〈.01=**

3.BSRIの 因 子分 析 結果

次 にBSRI60項 目を因子 分 析 した結 果 を表22に 示 した。 主 因子 法 を用 い て 因子 を抽 出 し、

バ リマ ックス 回転 を行 った結 果3因 子 を抽 出 した。 各 因子 に お いて 因子 負 荷 量.30以 上 の

項 目を取 り上 げて 各 因子 を構 成 して い る もの と した。 また、複 数 の 因子 に高 い負荷 が あ る

項 目につ いて は 、負荷 量 の よ り高 い 因子 に お け る意 味 が大 きい と考 え 、 その 因子 を構 成 す

る項 目 と した。3因 子 の全体 に対 す る寄与 率 は32.86%で あ った。

第1因 子 に負 荷 して い る項 目 と して 、 「41.暖 か い方 であ る。」、 「44.優 しい方 で あ る。」

「59.温 和 な性 格 で あ る。」、 「33.誠 実 で あ る。」、 「9.良 心 的 で あ る。」、 「17.忠 実 で あ る。」

「23.同 情 的 であ る。」、 「39.好 か れや す い タイプで あ る。」 な ど24項 目で あ る。

第2因 子 に負 荷 して い る項 目と して は、 「49。リー ダー と して行 動 す る方 で あ る。」、「25.

リー ダー と して の能 力 を備 え て い る。」、 「13.自 己 主張 的 で あ る。」、 「46.積 極 的 で あ る。」

「58.野 心 的で あ る。」、 「37.支 配 的 で あ る。」、「19.力 強 い方 で あ る。」、「21.頼 も しい方 で

あ る。」 な ど22項 目で あ る。

第3因 子 に負 荷 して い る項 目は、 「12.わ ざと ら しい こ とが 多 い。」、 「14.お だて にの る方

で あ る。」、「24.嫉 妬深 い方 で あ る。」 な ど10項 目 とい う結 果 を得 た 。
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表22BSRI因 子分析結果
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【 考 察 】

1.性 役 割 につ い て

まず 、男 女大 学 生 の性 役割 同一性 につ い て考察 して み る。

性 役 割4タ イ プ に分 類 した結 果 が 表7、 表14に 示 され て い る。 そ れ に よ る と男 女 と も

Androgynous、Feminineの 人数 が多 く、Masculine、Undifferentiat6dが 少 ない結 果 を得 た。

Bem,S.L.(1977)9)の 大 学 生 の分 布 結 果 と本研 究 の結 果 の 分 布 が 表23に 示 され て い る。

Bemの 結 果 との比 較 か ら も本研 究 で は男 女 と もAndrogynous、Feminineが 多 く分 布 して い

る。 特 に男 子 のFeminineの 割 合が 非常 に高 く、Masculineが 少 な い こ とが顕 著 で あ る。

表23大 学生の性役割 同一性分布 でのBemと の比較

Bem 本研究

男子 (n・375) (n・146)

Andorogynous 21% 39.0%

Masculine 37% 9.5%

Feminine 16% 43.9%

Undifferentiated 27% 7.6%

女子 (n・290) (n・108)

Andorogynous 29% 38.0%

Masculine 16% 8.3%

Feminine 34% 36.1%

Undifferentiated 20% 17.6%

ま た 、 ア メ リ カ の 大 学 生 よ り も 男 女 と もUndifferentiatedの 割 合 が 少 な い こ と も 判 明 し

た 。 す な わ ち 、 男 子 で は 、 性 役 割 の 両 性 性 的 同 一 性 を もつ も の と 、 女 性 性(異 性 性)的 同

一 性 を もつ も の が 多 く
、 女 子 で は 、 両 性 性 的 同 一 性 と女 性 性(同 性 性)的 同 一 性 を も つ も

の が 多 か っ た 。 そ こ で 、4Typeの 男 性 性 ス コ ア 、 女 性 性 ス コ ア 、 社 会 的 望 ま し さ の 平 均

値 か ら さ ら に 検 討 し て み る と 、男 性 性 ス コ ア で は 、男 女 と もUndifferentiatedよ りFeminine、

Feminineよ りAndrogynous・Masculineの 平 均 値 が 高 い 。 男 子 の 場 合 、 女 性 性 ス コ ア で は

Masculine・Undifferentiatedよ りFeminine、Feminineよ りAndrogynousが 、 女 子 で はUn。

differentiatedよ りMasculineが 、Masculineよ りFeminine、Feminineよ りAndrogynousの 平

均 値 が 高 く な っ て い る 。ま た 、社 会 的 望 ま し さ に お い て 男 子 は 、Undifferentiated、Masculine、

Feminine、Androgynous、 女 子 で はUndifferentiated、Feminine、Masculine、Androgynous

の 順 に 平 均 値 が 高 い 。

こ の こ と か ら 明 ら か に 言 え る こ と は 、 性 役 割 の3ス コ ア に お い てUndifferentiatedの 得

点 よ り も 有 意 にAndrogynousが 高 い こ と で あ る 。 得 点 が 高 い ほ ど 性 役 割 の 同 一 性 が 獲 得 さ

れ て い る と 考 え る な ら ば 、Undifferentiatedか らAndrogynousへ と 発 達 す る と推 察 で き る 。

ま た 、 社 会 的 望 ま し さ の 平 均 値 の 順 を み る と 男 女 と も 無 性 性 的 同 一 性 、 同 性 性 的 同 一 性 、

異 性 性 的 同 一一性 、 両 性 性 的 同 一 性 と な る 。 つ ま り 、社 会 的 望 ま し さ を 含 め た 性 役 割 形 成 は 、
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無性 性 的 同一性 か ら まず 同性 性 的 同一性 を獲 得 し、次 に異性 性 的 同一性 、そ して 最後 に両

性 性 的 同一性 を獲 得 してい くので は ない か と推 察 で きる。但 し、 同一年 齢層 で測定 した性

役 割 の 人数 分布 、及 び尺 度 の平均 値 か らだ けで は、性 役 割発 達 の様 相 を明確 に把握 す るこ

とはで きな か った 。 また、Bemの 結 果 の人 数 分 布 との差 違 は、 単 に文 化 的差 違 で あ る だ

けで な く、 尺度 自体 に も問題 が あ る もの と考 え られ る。

2.因 子分 析 結果 につ い て

BSRI60項 目の 回答 に基 づ き因子分 析 を行 った結 果 を男性 性 、女性 性 、社 会 的望 ま しさ(中

性性)の 各項 目群 ご とに表 した のが表22で あ る。 この結 果 か ら検 討 して み よ う。

まず 、男性 性 項 目で は、「22.考 え方 が 分析 的 で あ る。」 を除 いて19項 目で第2因 子 に負

荷 し、 「H.男 性性 」 と命名 で きる ので は ない だ ろ うか 。女 性性 項 目につ い て は、男性 性 項

目よ りも負 荷 して い る項 目にば らつ きはあ るが 「8.はに かみ や であ る。」、 「14.お だて にの

るほ うで あ る。」、 「20.女 性 的 で あ る。」 な ど5項 目 を除 い て第 ユ因子 に負 荷 してい る。 ど

の 因子 に も負荷 して いな い、 あ るい は 第3因 子 に負 荷 して いる項 目につ い てみ てみ る と男

性 性 項 目の 「40.男 性 的 で あ る。」が 第2因 子 に負 荷 して い るの に対 し、「20。女性 的で あ る。」

は どの因子 に も負 荷 して い ない。現 代 社 会 にお い て一般 的 にあ らゆ る面 で積極 的、 活動 的

にな って きて い る女 性 に対 して 、「女性 的で あ る。」 とい う響 きは 「ひ と昔 前」 の伝統 的 な

ステ レオ タイ プの女 性像 を イメ ー ジ させ る もの で あ る と考 え られ、 どの 因子 に も負荷 しな

か っ たの で はな いだ ろ うか 。女 性性 項 目 にな って い る 「14.お だ て にの るほ うで あ る。」 や

「47.だ まされ やす い。」な ど3項 目は、女 性 性項 目とい うよ りもむ しろ社 会 的望 ま しさ(中

性 性)項 目 と解 釈 した方 が望 ま しい ので は ない か。社 会的 望 ま しさ項 目群 につ いて は、3

因子 すべ て に負 荷 して い るが 、肯 定的 項 目は第1因 子 に、 否定 的項 目は第3因 子 に負 荷 し

て い る ものが 多 い こ とか ら第1因 子 を女性 性 の 因子 と仮 定 す る な らば肯定 的 な社 会 的望 ま

しさ項 目は、女 性 性 項 目 と も考 え られ る。 これ らの こ とか ら各 因子 を 「1.女 性 性 一肯定

的 中性性 」、 「皿.男 性 性 」、 「皿.否 定 的 中性 性 」 と命 名 した。

しか し、 性 役 割3ス コア の それ ぞ れ の項 目群 で負 荷 量 の 高 い 因子 が異 な る の はBSRIの

邦 訳 が抽 象的 で被 験 者 に理解 され に くか ったの で はな いか と考 え られ る。 また 、本研 究 の

目的 の1つ で あ るBSRIを 日本 に適 用 す るこ との 可 能性 につ い て は、 アメ リカ で 開発 され

たBSRIを そ の ま ま邦 訳 し使 用 す る よ りは、BSRIを ベ ー ス に 日本独 自の 性 役割 スケ ール を

開発 、作 成 す る こ とが よ り望 ま しい。

【 結 論 】

青 年 期 の性 役 割 形 成 につ い て考 えて きた が 、特 に性 役 割 同一 性 は男 女 と もにAndrogy-

nousが 多 く、Undifferentiatedが 少 な い こ と、及 びFeminineが 男 女 と もに多 い こ とが 、本研

究 の結 果 か ら示 されて い る。
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これ らの結果か ら考 えると、従来 まで の研 究でいわれて きた性役割 同一性 は、Undiffer-

entiatedか らFeminine、Masculine、Androgynousと い う発達過程 をたどるという仮 説は、

男女 に等 しく当てはめてい うことはで きないので はないだろ うか。本研究の結果 に今 まで

の伝統的性役割の習得、す なわち男子 に男性性役割、女子 に女性性役割が高 くなるとい う

結果 と両性性役割の概念 とを合わせて考 えてみると、無性性的性役割同一性(未 分化 な性

役割 同一性)か ら同性性的性役割同一性(男 子では男性性的性役割同一性、女子では女性

性 的性役割 同一性)が まず習得 され、その上 に異性性的性役割(男 子においては女性性的

性役割同一性、女子では、男性性的同一性)が 包含 され最後 に両性性 的性役割同一性 と し

て統合 されると考 えられるのではないだろ うか。

【今後 の課 題 】

本研究 を終わるにあた り、すでに述べ たようにい くつかの解決すべ き問題点があげ られ

る。

1)本 研究で使用 した被験者 は、同一年齢層 であ り大学生で しか も学部 ・学科に も偏 りが

あった。そのため、性役割同一性の様相が曖昧になったので はないか と考え られ る。今後、

多様 な学部学生 を対象にす ること、 さらに大学生以外の集団を対 象に研究す るな ら、 より

明確 な結果が得 られるので はないだろ うか。

2)本 研究で使用 したBSRIは 、Bemが アメ リカで開発 した もの をその まま邦訳 した も

のであったが、 日本で新 たな性役割スケールの開発が望 まれる。
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